
 

 

重症外傷センター指定制度創設に向けた検討状況について 

 

  重症外傷センター指定制度創設に向けての検討状況を報告する。 

 

１． 指定制度の目的 

 

○救命救急センターの増加及び交通事故減少の影響により、救命救急医１人が経 

験できる重度外傷の頻度が減少し、救命救急センターの質とともに医師個人の 

医療の質の低下を招きかねない状況にある。 

○救命救急センターの更なる機能強化、質の向上の取り組みとして、救命救急セ

ンターの中から「重症外傷センター」を指定し、体幹部損傷の重症外傷患者の

集約化により、外傷外科医のスキル及び外傷治療レベルの向上を図り、防ぎ得

た外傷死を最小化することを目的とする。 

 

２． 検討状況 

 

 （１）機能基準（案）の決定 

令和４年１月17日に開催した愛知県重症外傷センター研究会（※1）に 

おいて、試行実施に係る機能基準（案）（※2）を決定した。 

 

  ※1 愛知県重症外傷センター研究会について 

     令和２年度第２回救急医療協議会（令和３年２月１０日）において、 

重症外傷センターの試行について協議するために開催することに決定。 

〇開催日：令和４年１月１７日 

〇出席者：愛知県医師会細川理事（愛知県救急医療協議会会長） 

        試行を希望する１０病院（五十音順） 

愛知医科大学病院、小牧市民病院、中京病院、豊橋市民病院、 

名古屋医療センター、名古屋掖済会病院、名古屋市立大学病院、 

日赤名古屋第二病院、半田市立半田病院、藤田医科大学病院 

   

※2 機能基準（案）・・・別添資料のとおり 

      

（２）今後の予定 

 愛知県救急医療協議会において、試行実施に係る機能基準を決定のう 

え、試行実施病院について協議を進めることとする。 

 

   

 

 



 

 

【参考１】過去の検討状況 

令和元年10月１日 令和元年度第１回救急医療協議会 

 重症外傷センター指定制度創設について提案、協議。 

令和２年２月３日 令和元年度第２回救急医療協議会 

 再協議のうえ、総論としては承認。 

令和２年９月２日 令和２年度第１回救急医療協議会 

 機能基準を満たし、事業実施を希望する１～２施設程度を指 

定し、令和３年度からモデル事業として１年間程度実施するこ 

とに決定。 

令和２年10月 試行希望調査 

24施設のうち11施設から試行を希望するとの回答。 

令和２年11月 

 

 

令和２年度第１回医療審議会５事業等推進部会（書面開催） 

議題「地域保健医療計画の中間見直し」において、「重症外 

傷センター創設の目的が医師習練の集約と説明されているが、

本来の重傷症例の救命という視点が欠落している、あるいはそ

の点に関して充分な説明がなされていない。本構想について、

さらに関係者を委員とする詳細な計画を検討して広く意見を聞

くべきである。」との意見があった。 

令和３年２月10日 令和２年度第２回救急医療協議会 

〇令和２年度第１回医療審議会５事業等推進部会の意見を踏ま

え、令和３年度からの試行を１年間遅らせることに決定。 

〇令和３年度に「重症外傷センター研究会」を開催することに

決定。 

令和３年７月 試行希望再調査 

前回試行を希望した11施設のうち10施設から試行を希望す 

るとの回答。 

令和４年１月17日 

 

令和３年度第１回重症外傷センター研究会 

重症外傷センターの試行希望10施設により、試行病院を決定

するための機能基準（案）を協議、決定。 

令和４年１月 機能基準（案）充足調査 

重症外傷センターの試行希望10施設に対し、研究会で協議し

た機能基準（案）に対する充足調査を実施。 

【参考２】愛知県地域保健医療計画の中間見直し（案） 

  第３章 救急医療対策 

  【今後の方策】 

  〇救命救急センターのさらなる機能強化・質の向上のための取り組みとして、 

「重症外傷センター」の指定制度の創設を検討します。
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